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「研究仮説イメージ図」 

めざす具体的な児童像 

低学年 中学年 高学年 

叙述を基に登場人物の行動を想

像し、進んで考えを伝えようと

する児童 

叙述をもとに登場人物の気持ちを

想像し、他者と自分の考えを比較

しようとする児童 

叙述を基に、人物像や物語などの全体

像を想像し、考えを友達と共有した

り、広げたりしていこうとする児童 

＜学校教育の今日的課題＞ 

・様々な変化に積極的に向

き合い、他者と協力して

解決していくこと 

・様々な情報を見極め知識

の概念的な理解を実現し

情報を再構成するなどし

て新たな価値につなげて

いくこと 

・複雑な状況変化の中で目

的を再構築することがで

きるようにすること 

(学習指導要領解説より) 

 

＜教育目標＞ 

助けあう子ども 

 自他を大切にし、人のために進んで行

動できる子 

考える子 

 「はてな」を大切にして、主体的に追

究できる子 

やりぬく子 

 気付き、考え、動くことができる子 

じょうぶな子 

 心も体も元気でへこたれない強い子 

 

＜本校児童の実態・昨年度の課題＞ 

・語彙力が不足しており、基礎学力の

定着に課題が見られる。 

・文章の内容を確かに読み取ったり、

説明したりする力が十分ではない。 

・多様で説得力のある考えを交流す

るためにも、「根拠・理由・主張」を

意識した授業実践が必要である。 

・「主体的に学ぶ子ども」とは、どの

ような姿か具体的にどんな姿とな

るのか検討が必要である。 

 

研究主題 

学習の楽しさを味わい、主体的に学ぶ子どもの育成 

～文学的文章の読みを通して、思考力を高める国語科学習指導の工夫～ 

 

（研究の仮設）分かることから味わえる楽しさを感じさせるために、思考力を高める原動力となる、

児童の主体的な学びにつながる単元を計画したり、思考力を高める学習モデルを行ったり、「思考力」

の礎となる、言語環境を整理したりすることで、研究主題である「学習の楽しさを味わい、主体的に

学ぶ子ども」が育つであろう。 

。 

＜目指す学校像＞ 

子ども一人一人が自らのよさを実感し、 

自らの可能性を拡げていける学校の実現 

＜研究の視点＞ 

①学習内容が分かることで、児童の主体的な学びにつながったか。 

②主体的な学びを生み出すための手立ては、適切であったか。 

主体的に学ぶ子どもが育

成できる 

分かる授業から生まれる 

学ぶ楽しさを味わう 

思考力を高める原動力とな

る、児童の主体的な学びにつ

ながる単元計画 

思考力を高め

る学習モデル 

 

「思考力」の

礎となる、言

語環境を整理


